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例
え
ば
、

活
動
の
中
で
疑
問
に
思
わ

だ
よ
り
」

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
読
ん
で
頂
る
「

サ
ポ
セ
ン

ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、

趣
味
の
俳
句
や

◆
 
投
 
稿
 
先
 
◆

し
て
お
り
ま
す
。

お
気
軽
に
投
稿
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
致

思
い
つ
い
た
ら
、

い
つ
で
も
ど
ん
ど
ん

は
旅
行
記
等
、

な
ん
で
も
結
構
で
す
。

短
歌
・
川
柳
・
随
筆
・
随
想
、

あ
る
い

　
常
時
募
集
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で

所
属
支
部
長
ま
た
は
各
支
部
企
画
調
整
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Ｆ
Ａ
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番
号
＝

セ
ン
タ
ー

ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
く
だ
さ
い
。

保
護
司
ま
で
。

あ
る
い
は
、

サ
ポ
ー

ト

　
ま
た

、
平
成
二
十
五
年
度
で
は

、

必
ず
訪
問
さ
せ

様
の
と
こ
ろ
に

各
支
部
の
部
員

（
以
上
各
部
会
長

決
定
し
た

。

て
頂
く
こ
と
を

和
歌
山
県
更
生
保
護
女
性
連
盟

よ
り
の
報
告

）

ル
１
２
０
０
枚
・
毛
布
等
を
県
下
の

２
１
日

、
和
歌
山
保
護
観
察
所
で
恒

　
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
は
１
２
月

昭
和
５
５
年
か
ら
毎
年
行

っ
て
お
り

者
の
生
活
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と

受
刑
者
や

、
更
生
保
護
施
設
の
入
所

　
愛
の
物
資
の
贈
呈
は

、
刑
務
所
の

式
を
行

っ
た

。

例
と
な

っ
た

「
愛
の
物
資

」
の
贈
呈

思
い
ま
す

。
ま
た

、
今
後
の
研
修
会

ン
２
４
０
箱
・
米
４
０
０
㎏
・
タ
オ

に
協
力
を
呼
び
か
け
集
め
た

、
ミ
カ

会
員
約
２
８
０
０
人
が
地
域
住
民
ら

今
回
で
３
２
回
目

。
更
生
保
護
女
性

事
業
報
告
の
後

、
活
発
な
意
見
交
換

　
部
会
長
よ
り
平
成
二
十
四
年
度
の

◆
犯
罪
予
防
部
会
　
出
席
者
３
１
名

こ
と
と
し
た

。

意
見
を
含
め

、
役
員
会
に
ゆ
だ
ね
る

の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
は

、
本
日
の

各
支
部
独
自
の
犯
罪
予
防
活
動
等
に

つ
い
て
も

、
も

っ
と
知
り
た
い
と
の

関
係
施
設
に
贈

っ
た

。

％

。
回
答
に
は
様
々
な
意
見
が
あ

っ

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
率
は
約
７
４

づ
き
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た

。

て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
基

」
と
し
て
の
義
務
で
あ
る
と

、
感
じ

た
が

「
研
修
会

」
は
概
ね

「
保
護
司

◆

研

修

部

会

　
出

席

者

３

３

名

て
い
る
保
護
司
が
多
か

っ
た
よ
う
に

 
平
成
二
十
四
年
度
の
一
事
業
と
し

要
望
が
出
さ
れ

、
新
年
度
か
ら
そ
の

副
会
長
よ
り
熱
い
訴
え
が
あ

っ
た

。

の
有
効
活
用
に
つ
い
て

、
小
西
担
当

し
て
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
和
歌
山

　
ま
た

、
犯
罪
予
防
活
動
の
拠
点
と

検
討
し

、
何
ら
か
の
形
で
実
施
す
る

協
力
雇
用
主
名
簿
に
つ
い
て
話
し
合

　
平
成
二
十
四
年
度
の
事
業
報
告
後

◆
協
力
組
織
部
会
　
出
席
者
３
３
名

こ
と
を
決
定
し
た

。

し

、
あ
ち
こ
ち
に
交
歓
の
花
が
開
き

長
を
始
め
大
勢
の
ご
来
賓
を
お
迎
え

相
互
の
絆
を
深
め
る
会
と
な

っ
た

。

今
年
一
年
の
活
動
の
決
意
と

、
会
員

き
総
会
に
入

っ
た

。
今
年
度
よ
り
総

◆

総

務

部

会

　
出

席

者

２

５

名

　
土
山
会
長
よ
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

泉
学
園
」
を
視
察
し
、
同
学
園
次
長

懐
に
建
設
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
施
設

く
は
神
戸
を
望
み
、
紀
泉
山
脈
の
山

庭
裁
判
所
で
決
定
の
あ
っ
た
十
四
歳

　
収
容
者
は
、
近
畿
二
府
四
県
の
家

ら
平
成
四
年
に
現
在
の

｢

和
泉
学
園

」
と
改
称
し
た
そ
う
で
す
。

学
園
は
、
関
西
空
港
を
目
前
に
、
遠

視
察
し
ま
し
た
。

か
ら
学
園
の
説
明
を
受
け
学
園
内
を

皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
な
い
人
間
に

　
最
後
に
次
長
か
ら
、
「
保
護
司
の

す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
」
と
の

で
し
た
。

願
う
の
は
私
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。

「
本
当
に
そ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と

お
お
む
ね
十
一
か
月

)

１
５
０
名
と

北
支
部
宮
本
記

意
義
な
県
外
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

等
の
大
変
さ
が
垣
間
見
ら
れ
た
研
修

ま
し
た
が
、
収
容
者
の
し
つ
け
教
育

の
場
や
職
業
訓
練
の
場
等
を
見
学
し

　
館
内
視
察
で
は
、
収
容
者
の
生
活

人はみな、生かされて、生きてゆく。

　
ま
ず
、
阪
南
市
に
あ
り
ま
す
「
和

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

支
部
保
護
司
が
参
加
し
、
有
意
義
な

し
た
。
研
修
会
に
は
、
二
十
二
名
の

と
理
解
し
て
も
ら
う
有
効
な
催
し
は

　
北
支
部
で
は
、
十
一
月
三
十
日
か

で
あ
る
と
の
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

教
科
教
育
・
生
活
訓
練
等
を
実
施
し

気
・
お
も
い
や
り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

の
こ
と
。

ヶ
月
）
１
０
０
名
、
長
期
処
遇
者
（

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
城
崎
温
泉
へ
の
親
睦
旅

行
と
な
り
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
有

　
こ
の
学
園
は
、
旧
和
泉
少
年
院
か

て
い
る
ほ
か
、
長
期
処
遇
者
に
は
職

員
は
、
短
期
処
遇
者
（
お
お
む
ね
五

か
ら
十
八
歳
の
少
年
で
す
。
収
容
定

　
学
園
は
、
「
や
る
気
・
根
性
・
勇
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北
支
部
県
外
研
修

和
泉
学
園
を
訪
ね
て

更 生
保 護

保護司の方に配布しています。

の
か

、
来
年
度
も
実
施
し
た
方
が
良

司
に
も

っ
と
Ｐ
Ｒ
す
る
方
法
は
な
い

ス
タ
の
映
画
会

」
に
つ
い
て

、
保
護

ー
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り

、
引
き
続

務
部
の
所
管
と
な

っ
た

「
人
権
フ

ェ

ケ
ー
ス
が
あ

っ
た
が

、
重
要
な
雇
用

察
所
担
当
職
員
が
一
年
で
交
代
す
る

い
が
な
さ
れ
た

。
そ
の
際

、
保
護
観

１
０
２
名
の
会
員
が
参
加

。
大
橋
市

ら
一
泊
二
日
の
県
外
研
修
を
行
い
ま

会
の
各
部
会
総
会
が
開
催
さ
れ
た

。

　
引
き
続
き
行
わ
れ
た
新
年
会
に
は

出
席
会
員
は
１
２
６
名

。
各
部
会
で

活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た

。

て
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

活
、
社
会
生
活
の
大
切
さ
を
教
育
し

業
能
力
開
発
等
を
実
施
し
、
集
団
生

ム
紀
の
国
に
お
い
て
和
歌
山
保
護
司

と
か

、
顕
彰
式
を
も

っ
と
有
意
義
な

も
の
に
す
る
か
と
が
で
き
な
い
か
等

活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た

。

　
去
る
一
月
二
十
二
日

、
ア
バ
ロ
ー

073-460-9298

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
和
歌
山

支
援
の
職
務
で
あ
る
の
で

、
専
門
的

に
出
来
る
限
り
長
期
に
担
当
し
て
ほ

意
見
が
反
映
で
き
る
よ
う
役
員
会
で

し
い
と
の
意
見
が
出
た

。

が
協
力
雇
用
主

い
等

、
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
た

。

　
そ
の
他

、
保
護
司
の
仕
事
を
も

っ

保
護
司
会
の
動
き
は
把
握
で
き
る
が

ど
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た

。

が
行
わ
れ
た

。
そ
の
中
で

、
和
歌
山

楽我記
コーナー

「
ら
く
が
き
コ
ー

ナ
ー

」

と
名
付
け
た
会
員
の

皆
様
の
自
由
投
稿
欄

を
新
設
し
ま
す

。

和
歌
山
保
護
司
会
「
各
部
総
会
」
並
び
に

　
　

「
新
年
互
礼
会
」
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
。

　
　
　
各
部
総
会
模
様

今
年
も
届
け
た

　
　
愛
の
心
（
物
資
）


